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感謝
誇り

謙虚
尊厳

医療法人あすかの経営理念

『 感謝 尊厳 謙虚 誇り 』
医療法人あすかは、地域の患者様、利

用者様との出会いに感謝し、信頼される法
人として常に最善の医療、看護、介護を提
供することを使命としています。私たちの仕
事は、人の尊厳を守り、人の人生によりよ
い影響を与え、支えていくことです。私たち
は、心を込めて仕事をします。私たちは謙
虚であり、仕事に誇りを持ち、社会に貢献
していくことを喜びとしています。
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広島県 感染者数1,439人 死者数8人

国内 感染者数175,243人 死者数2,553人

世界 感染者数6,778万人 死者数 155万人

2020年12月11日現在

本年3月のニュ－ズレタ－で新型コロナウイルス感染症の取り組みについて報告を行いました。あれから9か

月、この新しい感染症は全世界に広がり150万人以上の命を奪っています。日本国内のみならず広島県でも

日々過去最高を更新しています。当初危惧されていた医療崩壊がまさに迫っている状況となっています。

こんな状況下、不安にかられることなく安心して日々を過ごすためにはどうすればいいのか、先日高齢者施設

の職員のために行われた大毛宏喜先生（広島県感染防止ネットワークの副理事長、広島大学医学部教授）の

ご講演を紹介したいと思います。日常生活の中で役に立つポイントがいくつかあります。

医療法人あすか 副院長 高橋真弓

■左記の4つが重なると感染リスクが高くなります。戸外で

の感染リスクはほとんどありません。バ－ベキュ－での感

染例は、マスクなしで近くに寄って大声で長時間話してい

たのだと思います。歩いていてすれちがっただけで感染す

ることはありません。

■また、公衆トイレのジェットタオルでの感染もありません

■感染のしかたは「飛沫感染」と「接触感染」があります。新型コロ

ナウイルスは飛沫感染によって伝播する。飛沫感染はまとまった

量の飛沫が口や鼻から入らない限りうつりません。

■ウイルスの侵入場所は3カ所（口 鼻 目）です。入り方は2種類

です。日常の生活ではほとんど飛沫感染ですが、介護現場では接

触感染が多いとされています。それ以外の感染経路はありません。

□ 閉鎖空間
□ 近距離での接触
□ マスクなし
□ 一定時間の会話

感染リスクが高い条件

1. 人の口から出たしぶき（飛沫）が入る

2. 手についたウイルスで顔を触って入る

入り方は2種類

■飛沫感染対策はマスクが

有効です。マスクを正しく装着

することが重要です。

飛沫感染はマスクで

□ リスクの高い場面で着用する
□ 飛沫から口と鼻をガードする
□ 布マスクでも有効だが、医療従事者は

念のため不織布のマスクを着用
次ページへ続く
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■ 換気は30分から60分に1回、定期的に窓を開けてください。 換気は必要ですが

ご利用者や職員が快適に暮らせる室温を保つことがもっと大切です。窓を開けたままの

エアコンや暖房をかけるのはダメ。電気代ばかりかかってしまうのは現実的ではありません。

■ 介護現場では接触感染の予防が重要ですが、手指衛生は忙しいほどおろそかになります。介護現場

に行くと掃除ばっかりしているところがあります。掃除に時間が取られると本業がおろそかになります。環

境の消毒はほどほどでいいのです。床の消毒も不要です。

■ 手袋を外す際の手の汚染に注意してください。 手首が汚染されやすいのです。手指衛生は指先、親

指、手首の消毒をポイントにしましょう。日常生活においても指先と親指に注意して消毒するといいです。

手をきれいにするコツ

□ 指先、親指、手首に注意

■ 目に見えないものが相手なのでどんなに頑張っても入ってくることはあります。頑張りすぎるとほかの

仕事に影響が出る。医療材料にも限りがあります。職員やご利用者などから入ってくることを前提に考え

ておくことが必要です。

感染対策の原則

ゼロリスクを目指さない

「ゼロ」を目指すと・・・

□ 掃除や消毒に時間をかけてしまう
□ 個人防護具がいくらあっても足りない
□ 精神的に疲弊する
□ 実際に起きた時にショックが大きい

■ 感染者が出た場合の想定を考えておくことも必要です。 出た場合でも濃厚接触者を最小限にするこ

とを普段から行っておくことが大切です。

■ 医療や介護現場の職員が注意すること

①マスクを外す場面に注意をする 〇食事・休憩時間 〇歯磨きをする洗面所 〇更衣室など

②一緒に食事をとる人をできるだけ少なくする。距離をとる。食べるときには話をしない。

③不適切なマスク着用はお互いに声をかける

④勤務時間外でもリスクの高い行動を控える。

■ 感染対策に絶対というものはありません。土砂降り

の雨の時にマスクという対策は100パ－セントではない

けれどかなりの雨をよけることが出来ます。手指衛生も

大事です。だがそれも100％ではありません。ひとつ一

つの対策は決して100％ではないけれどそれぞれが感

染リスクを10分の1にするならば、リスクは千分の一にな

ります。

■以上のように、一般の人の感染はほとんど飛沫感染によるものであり、食事中のマスクを外しての会

話による感染が多い。また、家庭内での感染予防は困難であるので家庭にウイルスを持ち込まないよう

注意をしましょう。
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カン オン
Cảm ơn

ありがとう

チャン ミン チャウ
ショートステイみどりい

【どうして日本に来ようと思ったのですか】

日本が好きで、日本語を話せるようになりたかったか

らです。

【日本に来て何年になりましたか】

5年です。最初の2年は日本語学校で勉強して、介護

の勉強を始めました。

【介護の仕事に就こうと思った理由は】

お父さんとお母さんが病気がちで、お世話ができるよ

うになるためです。

【日本の食べ物で好きなものは何ですか】

一番は寿司でまぐろの赤身が好きです。

回転寿司で30皿食べたことがあります。

すき家の牛丼も好き。ベトナムにはどんぶり的なメ

ニューは無くて、日本で初体験、とても気に入りまし

た。

【得意料理はありますか？】

牛鍋 (すき焼きとは全然違うそうです)

【ベトナムのおすすめの食べ物を教えてください】

一番は「フォー」です。他に「ブンチャー」があります。

元オバマ大統領もおすすめ。ベトナムのつけ麺です。

【日本の思い出の場所はどこですか】

八王子の湖のある公園・横浜赤レンガと中華街

【今ハマっていることはありますか】

音楽を聴くこと。ジャンル関係なく気に入った曲を何

度も聞いて、覚えたら歌います。

今は、生まれてくる子どものための歌をたくさん聞い

ています。

【日本の文化でよいなと思ったことは何ですか】

着物 きれいだから

【奥様の好きなところは？】

優しいところ、それに可愛い ……新婚さんですか

ら、聞くだけ野暮でした❕

チャウさんは、日本語の習得が早く、きれいな日本語

を話されます。

歌もすごく上手で、演歌は天下一品!! 聞きほれてし

まうくらいです。

介護の仕事も周りの注意を素直に聞き、やる気を

もって成長されています。

来年には家族が増え、楽しみと責任が大きくなります

ね。周りの職員はお母さんのように心配して、いろい

ろ聞いてはちょっかい出してます。迷惑してたらごめ

んなさい(>_<)

最後に、質問内容がどうも食べ物に関係すること

に集中してしまいました。

お腹がすいている時だったからでしょうか…失礼し

ました。

牛鍋 ブンチャー

結婚式の写真

敬老会仮装

遊びリテーション



あ
っ
と
い
う
間
に
12
月
に
な
り
急
に
朝
、

晩
の
寒
さ
が
増
し
て
き
ま
し
た
ね
。

10
月
頃
ま
で
は
、
行
事
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
11
月
に
入
り
利

用
者
様
か
ら
の
声
も
あ
り
毎
週
月
曜
日

と
金
曜
日
の
週
2
回
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

“
つ
ど
い
の
広
場
”
（音
楽
療
法
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
再
開
！
國
森
先
生
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
皆
様
大
喜
び
。
懐
か
し
い
歌

を
唄
う
の
も
楽
し
み
で
す
が
、
間
で
入
る

先
生
の
ト
ー
ク
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
お
ら

れ
、
「
歌
も
え
え
ん
じ
ゃ
け
ど
ね
、
先
生
の

話
を
聞
く
の
も
楽
し
み
な
ん
よ
」
と
。
“
つ

ど
い
の
広
場
”
の
日
は
席
づ
く
り
を
率
先

し
て
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
利
用
者
様

に
職
員
が
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者

様
の
方
が
席
づ
く
り
に
詳
し
い
く
ら
い
で

す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
年
や
り
ま
し
ょ
う
、
や
り
ま

し
ょ
う
と
言
い
つ
つ
実
現
し
て
い
な
か
っ
た

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
！
は
じ
め

は
「
え
え
よ
～
」
や
「
恥
ず
か
し
い
」
な
ど
声

も
あ
り
ま
し
た
が
皆
様
快
く
衣
装
や
被
り

物
を
身
に
着
け
『
ハ
イ
チ
ー
ズ
』
と
素
敵
な

シ
ョ
ッ
ト
を
い
っ
ぱ
い
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
の
で
本
日
の
お
や

つ
は
竿
で
釣
っ
て
頂
き
召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
。
仮
装
し
た
ま
ま
“お
菓
子
釣

り
ゲ
ー
ム
”
。
制
限
時
間
は
短
く
し
て
い
た

は
ず
な
の
で
す
が
す
ご
い
数
を
ゲ
ッ
ト
さ

れ
る
方
も
・
・
・
「
た
ま
に
は
こ
う
い
う
の
も

え
え
ね
ぇ
～
」
と
、
と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

今
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
皆
さ
ん
と
元
気
に
年
を
越
せ
ま

す
よ
う
に
・・・
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事
業
所
だ
よ
り

事
業
所
だ
よ
り

シ
ョ
ー
ト
い
わ
や
2
階
で
は
、
11
月
の

秋
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
で
1
日
限
り
の
ク

レ
ー
プ
屋
さ
ん
を
開
店
し
ま
し
た
。

屋
台
は
職
員
が
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て

手
作
り
し
ま
し
た
。

ク
レ
ー
プ
を
焼
き
始
め
る
と
フ
ロ
ア
中

に
と
っ
て
も
良
い
香
り
が
広
が
り
、
利
用

者
様
が
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

焼
き
あ
が
っ
た
ク
レ
ー
プ
を

「ま
ぁ
♪
お
い
し
い
♡
」

と
言
い
な
が
ら
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
利
用
者
様
の
姿
を
み
て
職
員
全

員
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

あんたうまかったねいっぱいとるよ- ガオー

つどいの広場 悪い子はだれじゃ

誰でしょう

夫婦で2ショット

いらっしゃいませ！

いただきま～す♪

おいし～♡

すてきな笑顔ですね

ピース!!!!



１
に
、
体
を
動
か
す
こ
と
。

若
い
こ
ろ
は
、
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
陸
上
、
水
泳
と
、
色
々
な
ス

ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
た
。
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
バ
レ
ー
選
手
だ
っ
た
妻
と
、
よ
く

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
し
て
、
「
あ
の
プ
レ
ー
は
す
ご
い

ね
。
」
な
ど
と
話
す
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
今
は
し
ゅ
り
あ

ち
ょ
ー
く
で
の
リ
ハ
ビ
リ
体
操
と
、
自
宅
で
は
時
間
を
作
っ

て
近
く
の
公
園
で
歩
く
よ
う
に
し
て
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

足
だ
け
で
な
く
、
手
、
頭
、
目
と
色
々
な
所
を
使
っ
て
い
る
の

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

２
に
、
好
き
嫌
い
な
く
、
何
で
も
よ
く
食
べ
る
こ
と
。

特
に
野
菜
は
、
毎
食
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、
チ
シ
ャ
や
白
菜
と
い
っ
た
葉
物
を
そ

の
ま
ま
食
べ
て
い
ま
す
。

３
に
、
皆
さ
ん
と
心
や
す
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
。

絵
画
、
写
真
、
書
道
、
ス
ポ
ー
ツ
と
、
好
き
な
こ
と
を
通
じ

て
の
お
し
ゃ
べ
り
は
弾
み
ま
す
。
し
ゅ
り
あ
ち
ょ
ー
く
で
の
書

道
は
納
得
す
る
ま
で
何
枚
も
書
き
、
先
生
と
お
話
し
を
す

る
こ
と
で
さ
ら
に
筆
に
力
が
入
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
体
を
動
か
し
何
で
も
食
べ
、
よ
く
話
し
笑
い

よ
く
寝
る
こ
と
が
私
の
長
寿
の
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。
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真剣に書道に取り組まれているお姿

ふじの とくや

藤野 德彌 様
しゅりあちょーく

「マスクの着用」「3密の回避」

「手洗い・消毒」などの基本的

な感染症対策を徹底しましょう。

厚生労働省ホームページ引用

新型コロナウイルス感染症は、主に飛

沫感染や接触感染によって感染する

ため、３密（密閉・密集・密接） の環境

で感染リスクが高まります。 このほか、

飲酒を伴う懇親会等、大人数や長時

間におよぶ飲食、マスクなしでの会話、

狭い空間での共同生 活、居場所の切

り替わりといった場面でも感染が起き

やすく、注意が必要です。
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第
四
回
目
と
な
る
今
年
の
作
品
展
で
は

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
作
り
」
が

テ
ー
マ
で
す
。
全
利
用
者
様
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
メ
イ
ン
作

品「
タ
イ
ル
コ
ー
ス
タ
ー
」
と
「
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
」
の
ど
ち
ら
が
作
り
た
い
か
選
ん
で
い

た
だ
き
、
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
は
、

瓶
に
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、

オ
イ
ル
を
入
れ
ま
す
。
「
こ
ん
な
き
れ
い

な
花
が
あ
る
ん
じ
ゃ
ね
」「私
は
何
色
に
し

よ
う
か
ね
」と
、
お
話
に
も
花
が
咲
き
ま

し
た
♪

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
誰
に
で
も
作
れ
る
作
品

で
す
が
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
セ
ン
ス
が
表
れ

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
光
る
、
ま

さ
に
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
書
道
、
絵
画
、
手
芸

も
展
示
し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
観
覧
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

て
１
週
間
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

エントランスホールで開催

絵画手芸

書道
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やまもと れいこ

山本 齢子さん

昭和7年9月18日生まれ（88歳）

【職員より】

しゅりあちょーく

お正月 フランスの友人に日本の伝統を知って
いただくためにおせち料理を手作りしました。

帯を使って作りました

息子、娘たちとバーベキュー

令
和
二
年
九
月
十
八
日
私
は
八
十
八
歳

に
な
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
は
京
都
で
す
。
兄
、
姉
、
私
、
弟

三
人
の
六
人
兄
弟
で
す
。
父
が
公
務
員
で

あ
っ
た
為
、
転
勤
が
多
く
家
族
全
員
で
よ

く
引
越
し
を
し
ま
し
た
。
東
京
に
は
小
学

二
年
か
ら
五
年
ま
で
居
り
ま
し
た
が
、
戦

争
中
で
、
食
糧
難
で
も
あ
り
、
大
変
で
し

た
。「

明
日
は
六
年
生
に
な
る
」
と
い
う
日
に
、

私
は
大
き
な
皿
を
持
っ
て
近
所
の
魚
屋
に

魚
を
買
い
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

こ
わ
い
顔
を
し
た
お
じ
さ
ん
が
「
警
戒
警

報
」
と
メ
ガ
ホ
ン
を
持
っ
て
叫
ん
で
い
ま
し

た
。
困
っ
た
と
思
い
、
引
き
返
そ
う
と
思
っ

た
時
、
直
ぐ
に
空
襲
警
報
が
・
・
・
突
然
、

「ド
ガ
ン
・
ド
ガ
ン
」と
大
き
な
音
が
二
度
し

た
後
、
す
ぐ
に
警
報
は
解
除
と
な
り
、
あ

た
り
は
静
か
に
な
り
ま
し
た
。

翌
朝
、
小
学
校
に
行
っ
て
び
っ
く
り
、
校

庭
に
大
き
な
二
つ
の
穴
が
あ
き
、
夜
通
し

降
っ
た
雨
が
た
ま
り
プ
ー
ル
が
２
つ
で
き
て

い
た
の
で
す
。
お
そ
れ
ん
ぼ
の
父
は
す
ぐ

家
族
全
員
を
連
れ
て
田
舎
に
疎
開
し
ま
し

た
。島

根
県
浜
田
市
の
父
の
実
家
に
落
ち
着

き
ま
し
た
。
そ
し
て
浜
田
小
学
校
、
津
和

野
高
等
女
学
校
、
洋
裁
学
校
に
通
い
ま
し

た
。戦

争
が
終
わ
り
、
生
花
・
茶
の
湯
・
洋
裁
・

絵
画
そ
の
他
、
歌
や
三
味
線
な
ど
好
き
な

事
が
沢
山
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
平
和
に

な
っ
た
日
本
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
東
京

で
裁
断
師
の
資
格
も
取
り
ま
し
た
。

二
十
五
歳
の
頃
、
洋
裁
店
を
開
い
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
頃
、
結
婚
す
る
事
と
な
り

広
島
へ
と
移
り
ま
し
た
。

一
男
一
女
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
洋
裁

の
仕
事
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

五
十
六
歳
の
頃
、
原
爆
に
あ
い
、
体
の

弱
っ
て
い
た
主
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
下

の
娘
は
ま
だ
大
学
二
年
生
で
し
た
が
、
な

ん
と
か
卒
業
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
二
人
と
も
家
庭
を
持
ち
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

孫
は
三
人
で
す
。
娘
に
は
海
外
の
友
人

が
多
く
、
我
が
家
で
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
く
事
も
度
々
あ
り
ま
す
。
お
土
産
に

着
物
を
ほ
ど
い
て
リ
メ
イ
ク
し
た
ワ
ン

ピ
ー
ス
や
小
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
と
て
も

喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
足
・
腰
・
痛
い
と
こ
ろ
だ
ら
け
で

す
が
、
昔
の
着
物
や
帯
で
洋
服
を
縫
っ
た

り
、
大
小
様
々
な
カ
バ
ン
や
袋
の
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
な
が
ら
楽
し
く
作
っ
て
い
ま
す
。

し
ゅ
り
あ
ち
ょ
ー
く
へ
来
て
か
ら
は
好
き

な
絵
を
描
い
た
り
、
詩
吟
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
幸
せ
な
老
後
だ
と
喜
び
皆
様
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

い
つ
も
穏
や
か
な
山
本
様

優
し
い
笑
顔
で
周
囲
を
和
ま
せ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
作
品
に
も
そ
の
優
し
さ
が
滲
み

出
て
い
ま
す
ね
。
洋
裁
の
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
頃
、
そ
の
仕
立
て
の
良
さ
が
評
判
を

呼
び
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の
注
文
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
山
本
様
の
技
術
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
人
柄
が
多
く
の
人
を

引
き
寄
せ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
素
敵
な
作
品
を
作

り
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

小
林
祐
子

河原でのバー
ベキューへ
持っていく為
のおむすびや
サラダを娘と
一緒につくり
ました
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大
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デ
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サ
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タ
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か
大
町

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

あ
す
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大
町

サ
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ビ
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付
き
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齢
者
向
け
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レ
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あ
す
か

あ
お
ぞ
ら
保
育
園

緑
井
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目
11-

11-

１
０
２

あ
す
か
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

緑
井
２
丁
目
9-

31-

１
０
２

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ぱ
る

ひ
よ
し

毘
沙
門
台
東
１
丁
目
24-

16

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
ゅ
り
あ
ち
ょ
ー
く

毘
沙
門
台
東
1
丁
目
24-

16

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ぱ
る
び
し
ゃ
も
ん

緑
井
２
丁
目
9-

31-

１
０
１

相
談
支
援
事
業
所
ぱ
る

早
い
も
の
で
今
年
も
あ
と
1

か
月
を
切
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
、

コ
ロ
ナ
の
一
年
で
し
た
ね
・・・

去
年
の
今
頃
、
ま
さ
か
こ
ん
な

事
態
に
な
る
な
ん
て
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
生
、
な

に
が
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

ね
。
来
年
は
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

き
、
平
穏
な
暮
ら
し
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
願
い
ま
す
★

願
い
と
い
え
ば
我
が
家
の
子

供
二
人
が
受
験
生
な
の
で
、

神
社
で
「
願
い
玉
」
を
買
っ
て
合

格
祈
願
を
し
て
き
ま
し
た
。

願
い
が
叶
う
か
ど
う
か
は
・
・
・

子
ど
も
の
頑
張
り
次
第
で
す

ね
（笑
）

で
は
み
な
さ
ま
、
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

わ
た
し
の
好
き
な
も
の
第
七
十
四
回

【コ
ー
ヒ
ー
】

おいしいねぇ

家族写真

ブラジル
サンパウロにて

私
の
好
き
な
も
の
は
、
コ
ー
ヒ
ー
で
す
。
17
歳
ま
で

家
族
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
本
場
ブ
ラ

ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
の
味
を
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。

毎
朝
家
族
の
食
事
の
準
備
を
し
、
一
人
一
人
に
好

み
の
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は

濃
い
め
が
好
き
で
し
た
。

当
時
は
コ
ー
ヒ
ー
に
合
う
甘
い
お
菓
子
を
食
べ
て
い

る
時
が
一
番
の
至
福
の
時
間
で
し
た
。

日
本
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ー
ヒ
ー
の

味
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
色
々
な
お
店
に
行
き
、
豆
を

買
っ
て
帰
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
試
し
飲
み
し
ま
し
た
。

お
気
に
入
り
の
味
が
見
つ
か
る
と
、
い
つ
で
も
す
ぐ

に
飲
め
る
よ
う
に
、
ポ
ッ
ト
に
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
ま

し
た
。

ショート大町
にしむら ひろこ

西村 弘子さん（95）

95
歳
に
な
っ
た
今
も
コ
ー
ヒ
ー
が
大
好
き
で
、

シ
ョ
ー
ト
で
出
る
温
か
い
甘
め
の
コ
ー
ヒ
ー
を
席
で

ゆ
っ
く
り
飲
み
、
お
友
達
と
会
話
を
す
る
の
が
日

課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

西
村
さ
ん
ス
マ
イ
ル
で
楽
し
い
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
私
も
コ
ー
ヒ
ー
が
大
好
き
な
の
で
ブ
ラ

ジ
ル
コ
ー
ヒ
ー
の
苦
み
と
コ
ク
の
美
味
し
さ
を
堪

能
し
た
く
な
り
ま
し
た
。


